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凡     例 
 

１ この年報で県立病院とは，広島県病院事業の設置等に関する条例（昭和41年広島県条例第54号）により 

 設置された病院をいう。 

２ この年報の年度区分は，会計年度である。 

３ 病床数とは，広島県病院事業の設置等に関する条例に基づく病床数である。 

  延病床数とは，年度内における毎日の病床数を合計した数である。 

４ 新入院患者数とは，年度内における毎日の新入院患者数を合計した数である。 

５ 退院患者数とは，年度内における毎日の退院患者（死亡退院を含む。）を合計した数である。 

６ 入院患者延数とは，年度内における毎日の24時現在の在院患者の合計に毎日の退院患者の合計を加えた数で 

 ある。 

７ 外来患者延数とは，年度内における毎日の外来患者を合計した数である。 

８ １日平均患者数とは，入院患者については年度内の入院患者延数を暦日で除した数，外来患者については年 

 度内の外来患者延数を年間の実外来診療日数で除した数である。 

  実外来診療日数とは，日曜日，土曜日及びその他休日を除き実際に外来診療を行った日数である。 

９ 診療科別患者数とは，広島県病院事業組織規程に基づく診療科で，診療を受けた患者の数である。 

  同一患者が２科以上の診療科で外来診療を受けた場合は，それぞれの診療科の外来患者として取り扱った。 

10 １日平均，患者１人１日あたり等の数値は，四捨五入により算出した。 

  原則として端数の合計と内訳を一致させるための端数処理は行っていない。 

11 病床利用率等は次の算式により計算した。 

 

           入院患者延数 
   病床利用率      ＝         ×１００ 
            延病床数 
 
              入 院 患 者 延 数 
   平均在院日数＝ 
                     （新入院患者数＋退院患者数）×１／２ 
 
             年間死亡患者数          
   院内死亡率      ＝                ×１００ 
           （繰越患者数＋新入院患者数） 
 
           ３６５日又は３６６日     （新入院患者数×退院患者数）×１／２ 
   病床回転数      ＝            又は 
            平均在院日数           病床数×病床利用率 
 
           外来患者延数 
   平均通院回数＝ 
           外来新患者数 
 
           薬価収入 
   薬品使用効率＝       ×１００ 
            薬品費 
 
            薬品費 
   薬品消費率      ＝       ×１００ 
           薬価収入 

 

（注） 病類別，診療科別に平均在院日数を算出する場合は，新入院患者に転入患者を，退院患者に転出患者 

   を含め，院内死亡率を算出する場合は，新入院患者に（転入－転出）患者数を加える。 

 


